リーグ戦実施要項（4年～6年）

■目的

選手の育成を目的とし、勝敗にこだわらず全ての選手に出場機会を与える。

■実施方法

①各カテゴリーを8ブロックに分ける。（1回戦）
②各チームリーグ戦（1日2～3試合）を行い、ブロック順位を決定。 
③次週または次々週に順位毎の指定された試合日程表に従い、リーグ戦（1日2～3試合）を行う。 （2回戦）

④2回戦を1クールとし（②③の結果を踏まえ）8ブロックを再構築し、できるだけ異なるチームと対戦ができるよう試合を行う。
⑤①～④を出来る範囲内で繰り返し行う。 
⑥ピッチサイズは60×40ｍ

⑦少年用ゴールを使用

⑧河川敷Dコート2面・Fコート3面を使用

※会場準備は参加チームが協力して行うこと。毎回7:00集合とし7:45までに準備が完了するよう行う。

※午前中の学年が準備、午後の学年は片付けを行う。

⑨学校行事をもとに実施日を確定していく。
※ただし、学校行事があった場合でも試合可能と判断した場合は、実施する。

※上記の場合、対戦相手が不参加となるが、（事務局にて）別の対戦相手を決定し練習試合を行う。

※本部は設けない。

※結果報告は対戦表の左側のチームが行うこと。
※当日中にtakashi-sato@udofc.comまで送信すること。
■試合及び選手登録
①8人制で行い、試合時間15分‐3分‐15分とする。
※交替ゾーンを設ける（リエントリー可）
②時間の関係上、ハーフタイムの指示はできるだけ短くすること。
③登録選手すべてが試合に出場できるよう努力すること。
※複数チームエントリーしてる場合には、出場機会、人数調整のため別のチームでの出場も可能とする。

※リーグ戦期間中に移籍または追加選手が出た場合には、チーム登録後に出場を認める。

■ユニフォーム

①異色のユニフォーム（メイン・サブ）を用意すること。

※ユニフォームが揃わない場合、異色（2色以上）のビブスを用意すること。

②ゴールキーパーはビブスでも可。

※ビブス着用の場合、自チームのフィールド選手及び及び相手チームのフィールド選手と異なる色を着用すること。

③原則、対戦表の左側のチームがメインユニフォームとする。

※ユニフォームについては対戦相手と話合いにて決定でも可。

■審判
①審判は主審1名・線審2名・予備審1名にて行う。（審判着を着用のこと）
※試合コントロールが出来る者であれば可（今後、取得予定の者）

※指導者が審判を行う場合、ベンチに指導者が不在になっても構わない。
②相互審判にて行う。対戦表の左側のチームが前半主審、右側のチームが後半主審を行う。

※練習試合の場合、1人制でも可。

③審判に対しては絶対にクレームを言わないこと。
